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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成20年8月14日(2008.8.14)

【公表番号】特表2008-504210(P2008-504210A)
【公表日】平成20年2月14日(2008.2.14)
【年通号数】公開・登録公報2008-006
【出願番号】特願2007-518670(P2007-518670)
【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｃ  17/30     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 201/02     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ  25/24     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ  25/10     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｃ  17/30    　　　Ａ
   Ｃ０９Ｄ 201/02    　　　　
   Ｃ０３Ｃ  25/02    　　　Ｂ
   Ｃ０３Ｃ  25/02    　　　Ｎ
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成20年6月30日(2008.6.30)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガラス、特に平板ガラス若しくは中空ガラス又はその他の繊維形態のガラス、の表面を
処理するための組成物であって、該組成物は該ガラスに薄層として適用することが可能で
あり、該組成物は、水性媒体において、以下の構成要素（Ａ）及び（Ｂ）：
（Ａ）少なくとも一つの官能基ｆ（Ａ）を有する少なくとも一つの化合物；及び
（Ｂ）ガラスに適用される薄層を重縮合及び／又は重合によって固体層に転換するために
、前記層内で構成要素（Ａ）の単数又は複数の官能基ｆ（Ａ）と反応しうる少なくとも一
つの官能基ｆ（Ｂ）を有する少なくとも一つの化合物、を含むこと、
（Ａ）及び（Ｂ）の定義を満たす該化合物の少なくとも一つは珪素原子に結合(attached)
した少なくとも一つのＲ－Ｏ－官能基（Ｒはアルキル残基を表す）を有すること、及び
珪素原子に結合した少なくとも一つのＲ－Ｏ－官能基を有する該化合物の少なくとも一部
は、該化合物が該水性媒体と接触する間に生じる前加水分解又は自然発生の加水分解の結
果もたらされる加水分解した形態であることが可能であること、を特徴とする組成物。
【請求項２】
　アルキル残基Ｒは直鎖又は分岐Ｃ１～Ｃ８アルキル残基であることを特徴とする、請求
項１に記載された組成物。
【請求項３】
　官能基ｆ（Ａ）及びｆ（Ｂ）は－ＮＨ２、－ＮＨ－、エポキシ、ビニル、（メタ）アク
リレート、イソシアネート及びアルコール官能基から選択されることを特徴とする、請求
項１又は２のいずれかに記載された組成物。
【請求項４】
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　構成要素（Ａ）及び（Ｂ）のそれぞれの官能基ｆ（Ａ）及びｆ（Ｂ）は以下のファミリ
ーから選択されることを特徴とする、請求項１～３のいずれか１項に記載された組成物：
　・アミン／エポキシ；
　・アミン／（メタ）アクリレート；
　・エポキシ／（メタ）アクリレート；
　・（メタ）アクリレート／（メタ）アクリレート；
　・ビニル／（メタ）アクリレート；
　・ビニル／ビニル；
　・エポキシ／エポキシ；
　・イソシアネート／アルコール。
【請求項５】
　構成要素（Ａ）及び（Ｂ）は：
●メラミン、エチレンジアミン及び２－（２－アミノエチルアミノ）エタノール；
●ビスフェノールＡからの誘導体；
●（メタ）アクリレート　モノマー又はオリゴノマー；並びに
●式（Ｉ）の化合物：
　　　　　　　Ａ－Ｓｉ（Ｒ１）ｘ（ＯＲ２）３－ｘ　　　　　（Ｉ）、
から選択され、
ここで：
・Ａは、珪素に直接又は脂肪族若しくは芳香族炭化水素残基を介して結合した（link)、
アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、エポキシ、アクリロキシ、メタクリロキシ
、ビニル、アリール、シアノ、イソシアネート、ウレイド、チオシアネート、メルカプト
、スルファン、又はハロゲン基から選択した少なくとも一つの基を処理（プロセス）する
炭化水素ラジカルであり；
・Ｒ１はアルキル基、特にＣ１～Ｃ３アルキル基、又は上記で定義したＡを表し；
・Ｒ２はＣ１～Ｃ８アルキル基、場合によりアルキル［ポリエチレングリコール]残基で
置換したものを表し；及び
・ｘ＝０又は１又は２である、
ことを特徴とする、請求項１～４のいずれか１項に記載された組成物。
【請求項６】
　（Ａ）／（Ｂ）の組合せが：
●メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン／ポリエチレングリコールジアクリレート
；
●メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン／グリシドキシプロピルメチルジエトキシ
シラン；及び
●３－アミノプロピルトリエトキシシラン／グリシドキシプロピルメチルジエトキシシラ
ン。
から選択されることを特徴とする、請求項１～５のいずれか１項に記載された組成物。
【請求項７】
　（Ｃ１）構成要素（Ａ）及び（Ｂ）を重合又は重縮合するための少なくとも一つの触媒
；及び／又は
（Ｃ２）少なくとも一つのＵＶ若しくは熱的な、又はＵＶ陽イオンの、ラジカル硬化開始
剤、
をさらに含むことを特徴とする、請求項１～６のいずれか１項に記載された組成物。
【請求項８】
　構成要素（Ｃ１）は、第３アミン、例えばトリエタノールアミン及びジエタノールアミ
ンプロパンジオール、であるか又はこれを含むことを特徴とする、請求項７に記載された
組成物。
【請求項９】
　ラジカル硬化開始剤は、ベンゾフェノンを含む混合物であることを特徴とする、請求項
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７又は８のいずれかに記載された組成物。
【請求項１０】
　（Ｄ）ワックス、部分脂肪酸エステル及び該脂肪酸、及びポリウレタン及び保護機能が
知られている他のポリマー、例えばアクリルポリマー、から選択した、ひっかき傷（scra
tching)及び摩擦（rubbing)に対する保護のための少なくとも一つの薬剤をさらに含むこ
とを特徴とする、請求項１～９のいずれか１項に記載された組成物。
【請求項１１】
　（Ｅ）そのＴｇが０～１００℃、特に１０～８０℃である、少なくとも一つのエマルジ
ョンポリマーをさらに含むことを特徴とする、請求項１～１０のいずれか１項に記載され
た組成物。
【請求項１２】
　（Ｆ）少なくとも一つの界面活性剤、を含むことを特徴とする、請求項１～１１のいず
れか１項に記載された組成物。
【請求項１３】
　水性媒体中に、全体を１００質量部として、：
・２５質量部までの構成要素（Ａ）；
・２５質量部までの構成要素（Ｂ）；
・０～２５質量部の請求項７で定義した構成要素（Ｃ１）；
・０～２５質量部の請求項７で定義した構成要素（Ｃ２）；
・０～２５質量部の請求項１０で定義した構成要素（Ｄ）；
・０～２５質量部の請求項１１で定義した構成要素（Ｅ）；
・０～２５質量部の請求項１２で定義した構成要素（Ｆ）を含み、
前述した量は乾物として示されており、そして薬剤が水溶液又はエマルジョンの形態で導
入されるとき、この水溶液又はエマルジョンの水の量はその後に該組成物の水性媒体の一
部を形成することを特徴とする、請求項１～１２のいずれか１項に記載された組成物。
【請求項１４】
　構成要素（Ａ）の官能基ｆ（Ａ）は－ＮＨ２及び／又は－ＮＨ－官能基であり、そして
構成要素（Ｂ）の官能基ｆ（Ｂ）はエポキシ官能基であり、構成要素（Ａ）の－ＮＨ－官
能基の数の該エポキシ官能基の数に対する比は０．３／１～３／１（境界値含む）であり
、特には０．５／１～１．５／１（境界値含む）であることを特徴とする、請求項１～１
３のいずれか１項に記載された組成物。
【請求項１５】
　ロータリーシリンダー法によると室温で１～３センチポアズの粘性を有することを特徴
とする、請求項１～１４のいずれか１項に記載された組成物。
【請求項１６】
　表面欠陥を修復することによってその機械的強度を改善するためにガラス表面を処理す
る方法であって、請求項１～１５のいずれか１項で定義された組成物の薄膜が、処理され
るガラスの部分に、３μｍまでの範囲にあってよい厚さを伴って適用されること、そして
前記組成物は重合又は重縮合反応を受けることを特徴とする方法。
【請求項１７】
　適用した薄膜は乾燥され、そしてそれからＵＶランプの下を通過し、該処理が続く（例
えば数秒から３０秒）ことを特徴とする請求項１６に記載された方法。
【請求項１８】
　重合又は重縮合反応が熱的に実施されることを特徴とする請求項１６に記載された方法
。
【請求項１９】
　コートされるガラスが中空ガラスである方法であって、組成物を焼きなまし炉の後で該
中空ガラスに噴霧することによって、該組成物を付着させることを基礎とし(consist in)
、噴霧中の該中空ガラスの温度は１０～１５０℃であり、そして
・該組成物が触媒を含まない場合、それから中空ガラスに１００から２２０℃の間の温度
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にある硬化焼きなまし炉を数秒から１０分の範囲の時間で通過させ；そして
・該組成物が触媒を含む場合、硬化焼きなまし炉を通過することなく硬化が起きることが
可能である、ことを特徴とする請求項１６に記載された方法。
【請求項２０】
　請求項１６～１９のいずれか１項で定義した方法を使用し、請求項１～１５のいずれか
１項で定義した組成物によって処理した平板ガラス又は中空ガラス。
【請求項２１】
　請求項１６～１９のいずれか１項で定義した方法を使用し、請求項１～１５のいずれか
１項で定義した組成物によって処理したガラス繊維、特に光学的繊維。
【請求項２２】
　ガラスの表面欠陥を修復することによってガラスの機械的強度を改善するための、請求
項１～１５のいずれか１項で定義した組成物を使用する方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１３】
　構成要素（Ａ）及び（Ｂ）の定義に包まれる化合物の例として、以下について言及され
てもよい、すなわち：
　　　●メラミン、エチレンジアミン及び２－（２－アミノエチルアミノ）エタノール（
ＳｉＯＲ又はＳｉＯＨ官能基を含まない化合物）；
　　　●ビスフェノールＡからの誘導体（ＳｉＯＲ又はＳｉＯＨ官能基を含まない化合物
）；
　　　●（メタ）アクリレート　モノマー又はオリゴノマー（ＳｉＯＲ又はＳｉＯＨ官能
基を含まない化合物）；並びに
　　　●式（Ｉ）の化合物：
　　　　　　　Ａ－Ｓｉ（Ｒ１）ｘ（ＯＲ２）３－ｘ　　　　　（Ｉ）
ここで：
　　　・Ａは、珪素に直接又は脂肪族若しくは芳香族炭化水素残基を介して結合した（li
nk)、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、エポキシ、アクリロキシ、メタクリ
ロキシ、ビニル、アリール、シアノ、イソシアネート、ウレイド、チオシアネート、メル
カプト、スルファン、またはハロゲン基から選択した少なくとも一つの基を処理（プロセ
ス）する炭化水素ラジカルである；
　　　・Ｒ１はアルキル基、特にＣ１～Ｃ３アルキル基、又は上記で定義したＡを表す；
　　　・Ｒ２はＣ１～Ｃ８アルキル基、場合によりアルキル［ポリエチレングリコール]
残基で置換したものを表す；
　　　・ｘ＝０又は１又は２である。
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